
出エジプト記結晶の学び（二）４ 第２４週 
透明で透き通った天における神のビジョンと、地上で人と共に住まいを持つという神の心の願いに関する天のビジョン 

鳥

瞰 

 出エジプト記第 24章 10節で「彼らがイスラエルの神を見ると、その足の下にはサファイアの敷石細工のようなものがあり、透き

通った天のようであった。」と啓示されています。ある意味で、わたしたちは神と顔と顔を合わせて語ることができますが、別の意

味で、わたしたちは神の御顔を見ることはできません。このことは矛盾ではなく、程度の事柄です。わたしたちはそのような透き通

った雰囲気の中にいるときにのみ、神の住まいの建造の天のビジョンを受けることができます。出エジプト記が啓示しているのは、

神の救いの目標が、地上で神の住まいを建造することであるということです。神は召会を建造するとき、指示され啓示された計画に

したがって働きます。 

 真理要点 経験適用 

１

日 

１．わたしたちは神の御顔を見る

ことは出来ませんが、ある意味で

神と顔を合わせることが出来ると

はどういうことでしょうか？ 

２．どのようにして、マタイによ

る福音書第 5章 8節の「心の純粋

な人たちは幸いである．彼らは神

を見るからである」という経験を

しますか？ 

１．神の御顔は彼の栄光であること、彼の栄光は彼の臨在であること、彼の臨在は彼の御顔であることを見ま

す。わたしたちはこのすべてをどのように理解すべきでしょうか？ある意味で、わたしたちは神と顔と顔を合

わせて語ることができます。しかし別の意味で、わたしたちは神の御顔を見ることはできません。このことは

矛盾ではありません。そうではなく、それは程度の事柄です。 

２．「見る」ことは光と関係があります。見ることができるのは、必ず光があるからです。神は光であるの

で、神を見ることは光を見ることです。純粋な心は光を見るための必要条件です。心が純粋であるとき、人は

神を見ます。心が単一であるとき、内側に光があります。心が主に向くとき、おおいは取り除かれます。心と

光の間にそのような密接な関係があるので、光を見るためにわたしたちの心を対処する必要があります。 

２

日 

１．光とは何でしょうか？どのよ

うな心が、神を見ることができる

ようにするのでしょうか？ 

 

２．天の王国のために、わたした

ちの霊と魂はどのようにあるべき

ですか？ 

１．ヨハネの第一の手紙第 1章 5節は、「神は光であって」と言います。神だけが光です。神は光の父です。神

は光の源です。心の純粋な人が神を見ます。純粋な心は神だけを願い、神に焦点を合わせます。それは、宇宙

において、神以外の他の何もののためでもない心です。そのように純粋な心を持つ人だけが、神を見ることが

でき、また光を見ることができます。 

２．わたしたちの霊は、キリストを受け入れる器官です。わたしたちの心は、キリストが命の種として成長す

る地です（マタイ 13:19）。天の王国のために、わたしたちは霊の中で貧しく、霊の中で空である必要があり

ます。それは、わたしたちがキリストを受け入れることができるためです。また、わたしたちの心は純粋で、

単一である必要があります。それは、キリストが何の妨げもなく、わたしたちの中で成長することができるた

めです。 

３

日 

１．どのようにして、主と親密な

交わりがある程度まで行き、世の

何ものとも引き換えないものとな

りますか？ 

２．旧約の幕屋のビジョン、或い

は今日の召会のビジョンを見るに

はどのようにすべきですか？ 

１．わたしは主との交わりにおいて、透き通った空を持ち、彼の下に透明なサファイアの細工を見ることを好

みます。わたしと主との間に何もなく、雲、影、あいまいさがなく、あらゆるものが透き通っているとき、わ

たしは幸いです。透明で透き通った空の下で主を見るというこの経験を持った人たちは、それを世の何ものと

も引き換えないでしょう。何もそれと比べることはできないのです。 

２．ビジョンを見るために、透き通った雰囲気の中にいることが必要です。しかしながら、民の大多数は山の

ふもとにいて、この展望を見ることができませんでした。モーセは実際、幕屋のビジョンを直接受けた唯一の

者でした。遠く離れて礼拝した七十人の長老たちは、直接そのビジョンを見ませんでした。神の住まいのビジ

ョンを受けるのにモーセには四十日の時間が必要でした。 

４

日 

１．モーセは四十日四十夜かかっ

てビジョンを見ることができまし

たが、これはわたしたちに何を啓

示していますか？ 

２．出エジプト記は、エジプトか

らの脱出だけでなく、神の住まい

についても語られていることを説

明して下さい。 

１．聖書で、四十という数はテスト、あるいは試練を表徴します。わたしたちが神のテストに耐えることは困

難です。わたしたちは極めて迅速に、数分間のうちにビジョンを見ることを好みます。しかし神からの啓示を

見るには長い期間を必要とします。モーセは四十日四十夜かかってこのビジョンを見ました。わたしたちは性

急に神聖な啓示を見ることができると思うべきではありません。霊的な事柄は時間がかかります。 

２．この書の初めの部分でわたしたちは、神がどのように彼の民を贖い、彼らをエジプトから脱出させ、それ

によってパロの暴虐とエジプト人の下の奴隷状態を逃れることができるようにしたかが告げられています。わ

たしたちは出エジプト記第 24章で、透明で透き通った天において神のビジョンを持ち、神の心の願いは地上で

人と共に住まいを持つことであるという啓示を受けるのです。 

５

日 

１．出エジプト記は二つの区分に

分けることができますが、それぞ

れ何を強調していますか？ 

２．幕屋を建造するのに用いられ

ている十二種類の材料は、三種類

に分けられることを述べてくださ

い。 

１．第 1 章から第 24 章が第一区分であり、第 25 章から第 40 章は第二区分です。第二区分は十六の章から成

り、おもに幕屋に関するビジョンの記録です。ここでわたしたちは、地上の神の住まいとしての幕屋の設計、

材料、構造に関する詳細を見ます。神の救いにおける目的は、わたしたちを彼の住まいとすることです。 

２． 十二種類の材料が、三つの部類で用いられました。鉱物は、キリストの建造する命を表徴します。植物

は、キリストの生み出す命を表徴します。動物は、キリストの贖う命を表徴します。贖う命は、生み出す命の

ためであり、生み出す命は、建造する命のためです。鉱物が第一の部類として述べられたという事実が示して

いるのは、キリストであるものは何であれ、彼が行なったこと、また行なっていることは何であれ、すべて神

の建造のためであるということです。 

６

日 

１．何故「山の上の型」を知るこ

とが、霊的な働きにおける最も重

要なことなのでしょうか？ 

２．モーセが幕屋を建てたこと

は、わたしたちにどのような霊的

な光を与えましたか。またわたし

たちはどのような立場にあります

か？ 

１．わたしたちの霊的な働きにおいて、重要なことが多くあります。もしわたしたちがそのどれかに欠けるな

ら、わたしたちの働きは霊的な面で役に立たなくなり、神を喜ばせることはできません。これらの重要な項目

のうちで、最も重要なものは「山の上での型」です。山の上での型は、神のご計画です。もし神のご計画を理

解していないなら、わたしたちが神の働きを行なうことは不可能です。 

２．神はモーセが何を提案することも許されませんでした。神はモーセに、幕屋の一般的な特徴を告げただけ

でなく、詳細も告げられました。あらゆる項目の型、材料、色、寸法が神によって決定されただけでなく、そ

れらが造られる方法さえ、神によって決定されました。神は彼の働きを成し遂げることで、彼のしもべたちに

彼ら自身の考えに従うことを許されませんでした。 

ま 

と

め 

 今日の召会のビジョンを見るなら、透き通った雰囲気が必要です。しかしながら、わたしたちはどこにいますか？民の大多数は山

のふもとにいて、七十人の長老は山頂にいましたが、直接ビジョンを見ることがありませんでした。ただモーセだけが山頂で四十日

四十夜をかけてビジョンを見ることができました。わたしたちはシオンの山に来て、そこに留まり、祭壇、いけにえと血を経験する

必要があります。山頂でのモーセと同じように、主との交わりの中で、天が透明で透き通り、長い時間を経過することによって、神

の住まいのビジョンを受けることができます。 

 

 

 


